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１．研究の目的 

本研究は，平成 27 年「日本版改良藤田スケールに関するガイドライン」（以下，日本版改良

藤田スケール）において提案し，DI と DOD およびその風速について，より安定的に調査，判

定できるよう，竜巻被害評価関連技術を検討し，日本版改良藤田スケールの運用に寄与するこ

とを目的とする。 

また，本研究の目的の一つとして，気象庁「竜巻等突風の強さの評定に関する検討会」に対

して，最新の科学的知見に基づく竜巻強さの評価手法に関する資料を提供し，気象庁の「日本

版改良藤田スケールに関するガイドライン」見直しの検討に資する。 

 

２．研究の方法 

 以下の項目について検討を行う。 

（１）竜巻の発生実態と特徴の把握：平成 27 年度に公表された日本版改良藤田スケールに基

づき，竜巻の強さと発生数等の関係を調査する。 

（２）改良藤田スケールのフォロー：実際に運用に供して発生した検討事項等をまとめ，解決

方法，追加説明等を検討する。DI, DOD とそれぞれの風速に関する継続的な吟味を行う。 

・被害判定に利用可能な被害事例の収集 

・現地調査方法の改善案 

・最新の知見の収集と反映手法の検討 

等について，DI，DOD 別に検討を加える。 

（３）竜巻等の突風被害の現地調査を行う。 

 

３．研究成果 

（１）平成 28 年度は、気象庁が実施した竜巻等の突風の評定数は 44 件で、JEF2 が 3 件、JEF1

が 14 件、JEF0 が 19 件、不明 8 件であった。 

（２）現地調査を実施した調査者から、日本版改良藤田スケールに関する要望を収集し、新た

に設定する必要のある DI や DOD について検討した。日本版改良藤田スケールの英訳版を作成

中である。 

研究分野：強風防災・耐風構造分野 

研究期間：平成２８～ ３０年度   

課題番号： 132002 

研究課題名（和文）：日本版竜巻スケールおよびその評価手法に関する研究 

 

研究課題名（英文）：Cooperative study on new scale for rating tornadoes in Japan 

 

研究代表者：奥田泰雄 

 

交付決定額（当該年度）：５３０千円 



（３）平成 28 年度は、研究代表者や研究分担者が本研究費を使って実施した現地調査はなか

ったが、研究協力者である気象庁が実施した竜巻等の突風被害の現地調査の報告について意見

交換を行った。 
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６．研究集会の開催 

 平成２９年３月４日（土）東京工芸大学中野キャンパス芸術情報館３階大会議室にて、公開

研究集会「日本版竜巻スケールおよびその評価手法に関する研究」を以下のプログラムで開催

し、平成２８年度の研究成果を公表した。 

 

１３：３０～趣旨説明 東京工芸大学名誉教授 田村 幸雄 

１３：４０～日本版改良藤田スケールの概要と運用状況   

 気象庁 田中 恵信 

１）H２８の日本版改良藤田スケールの適用結果の概要 

２）ガイドラインの評価・見直しについて 

３）ガイドラインの英文化 

４）日本版改良藤田スケールの成果発表状況 

５）海外の竜巻スケールの動向 

６）竜巻発生角度ナウキャストおよび竜巻注意情報の改善 

 

１５：２０～関連研究の紹介 

１）樹木被害に関する検討 森林総合研究所 鈴木 覚 

２）車両の飛散速度 東京工芸大学 松井 正宏 

３）ドローン利用調査事例 徳島大学 野田 稔 

４）気象研究所におけるレーダーを用いた突風探知研究 これまでと今後 

気象研究所 楠 研一 

５）ダウンバーストの模擬実験 東北大学 植松 康 

 

１７：２０～総合討議・まとめ 

 
 


